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農学部附属農場長 坂田 祐介

本年４月20日に隣県宮崎で発生した口蹄疫への感染を阻止するために, 農学部附属農場は, 万全の

措置をとるという決意で対応策を講じました｡ ひとつは, 牧場内畜舎とキャンパス内動物飼育棟, な

らびにそれら周縁部の徹底的な反復消毒であり, いまひとつは, 人や物の出入りを完全に制限したこ

とです｡ 感染地域からの車の出入りはもちろん, 感染地域に足を踏み入れた学生の出入りまでをも制

限し, 入来牧場とキャンパス内動物飼育棟の家畜への感染の拡大・侵入を防ぐことに専念しました｡

この措置に対して, 学部のみならず全学の教職員ならびに学生諸君のご理解を戴いたことと, 附属農

場教職員の汗まみれのご努力に対して, 頭の下がる思いです｡

口蹄疫が収まった９月には, 上述の規制を一部解除しましたが, 依然として畜舎ならびに飼育棟周

りの隔離柵をそのまま残し, 出入り口での消毒と専用作業着の着用などを義務付けております｡ この

ように措置された状態が, ある意味では本来の家畜飼養に必要な姿であったのかも知れません｡

数年前, 本附属農場で見出された牛白血病ウイルス感染の問題は, ようやくウシ全頭が陰性化する

という正常化への見通しがつきつつあります｡ しかしながら, この間, 附属農場が支払った代償は多

大なものがあり, 物心ともども疲弊した状態からいまだに完全に抜け出すことが出来ず, 彷徨ってお

ります｡ 本年度の口蹄疫を阻止できた状況を思い返しながら, 一歩ずつ道を踏みしめて歩いていきた

いと思います｡

ここに, 農場年報平成22年度版として附属農場における教育・研究ならびに農場運営の結果を取り

纏めてお届けします｡ とくに本附属農場が, どのような教育理念に基づいて実習教育を行っているか

ということと, 今後どのような方向に進むのかという姿をお汲み取り戴ければ甚だ幸いに存じます｡

なお, 本附属農場の存在意義を学内外から評価されるよう, 関係者各位には今後も一層のご支援とご

鞭撻を賜わりますようお願い申し上げる次第です｡
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